
 

 

 

１．事業場概要 

 

① 会社名     株式会社神戸国際会館 

② 所在地     神戸市中央区御幸通 8 丁目 1 番 6 号 

③ 事業内容    不動産賃貸および多目的ホール運営 

④ 代表取締役社長 佐藤 廣士 

⑤ 専務取締役   遠藤 卓男（環境管理最高責任者） 

⑥ 敷地面積    5,796.00 ㎡  

⑦ 延床面積    58,985.20 ㎡  

⑧ 沿革 

  昭和 29 年 2 月 株式会社神戸国際会館を設立。 

  昭和 31 年 10 月 会館建物が竣工し、営業を開始。 

  平成  7 年 1 月 阪神・淡路大震災により建物が全壊する等、甚大な被害を受け、 

          土地賃貸等を除き営業を休止。 

  平成  7 年 2 月 全壊になった建物の取り壊しが決定、工事を開始。 

  平成  7 年 6 月 再開発計画に着手。 

  平成  8 年 9 月 全ての解体工事を完了。 

  平成  8 年 11 月 起工式を執り行い、新会館建設工事に着手。 

  平成 11 年  4 月 新会館建物が竣工し、商業ゾーン及びオフィス棟の営業開始。 

  平成 11 年  5 月 全館営業開始。 

  平成 21 年  6 月  環境保全協定を神戸市と締結。 

 

 

２．環境保全に関する基本理念 

 

環境保全の重要性を認識し、環境に関する法令などを遵守するとともに、日常業務においても常に環

境への配慮を心掛け、環境にやさしい企業活動に努めます。また、私たち神戸国際会館は、環境に配

慮した廃熱回収など既に最高レベルでの省エネルギー化を図っている中で、更に環境問題への取り

組みとその姿勢を地域社会にアピールします。 

  



 

３．環境保全に関する組織体制 

 当社における環境管理体制を以下に示す。 

 

                代表取締役社長 

 

 監査役 

 

   環境委員会         最高責任者 

                （取締役専務） 

 

環境委員 

（経営会議） 

 

環境管理責任者 

（総務グループ長） 

 

 

   環境推進委員会       環境推進リーダー  

              総務グループ 施設管理チーム  

 

    実行責任者 

事業部担当 

 

 

(１)組織の目的と体制 

① 環境委員会 

 ［目的］ 

・環境改善目標、環境改善計画書の審議と承認を行う。 

・進捗状況の報告、活動内容の修正と結果の報告を行う。 

［構成メンバー］ 

・最高責任者（委員長） 

・環境委員 

・環境管理責任者 

② 環境推進委員会 

 ［目的］ 

・環境改善活動を実行推進する実務者間の情報交換と活動内容の検証を行う。 

［構成メンバー］ 

・環境推進リーダー 

・実行責任者 

 

(２) 組織の役割・責任・権限 

① 環境管理委員会最高責任者 

・専務取締役がつとめる。 



・当社の環境マネジメントの最高責任を負う。 

②  環境委員 

   ・常務取締役、各グループ長（総務グループ・テナント事業グループ・ホール事業グループ）

がつとめる。 

  ・各グループ実行責任者、環境推進委員を任命する。 

  ・環境保全計画書の見直しと規定類の承認を行う。 

③  環境管理責任者 

・総務グループ長がつとめる。 

   ・環境委員会で議案の協議を行う。 

④  環境推進リーダー 

・総務グループ 施設管理チームがつとめる。 

・環境改善計画の進捗状況を環境管理責任者へ報告する。 

   ・環境改善目標の達成と全体の進捗管理を行う。 

   ・環境マネジメントマニュアル、環境関連文書、規程類を作成する。 

⑤  実行責任者 

  ・各部担当（総務グループ・テナント事業グループ・ホール事業グループ）がつとめる。 

  ・所属部門内の環境情報の周知、また環境活動の実行推進、進捗管理を行う。 

 

３．計画と対策 

（１）地球温暖化対策に係る計画 
① 2022 年度の電気・燃料等の使用量 

 

燃
料
及
び
熱 

エネルギーの種類 単位 

２０２２年度 

使用量 

販売副生エネルギー等の量 

販売された量 
自らの生産に 

寄与しない量 

数値 熱量 GJ 数値 熱量 GJ 数値 
熱量

GJ 

その他の 

燃料 

都市ガス 

13A：45MJ／㎥ 

千ｍ３ ６３６ ２８６２０     

       

産業用蒸気 ＧJ       

産業用以外の蒸気 ＧJ       

温水 ＧJ 2759 3752 6 8   

冷水 ＧJ 10764 14639     

小計 ＧJ 14159 47011  8   

電 

気 

一般電気事業者 

昼間買電 千 kWh 936 9332     

夜間買電 千 kWh     654 6069     

平準化買電 千 kWh ４２６ 4247     

 自家発電 千 kWh 2315      

小  計 
千 kWh／

GJ 
3905 15401 

    

合   計 62412  8   

原油換算 kl 1610  195   

今年度目標値 1580     



②   2022 年度の二酸化炭素排出量 

二酸化炭素排出量（テナント使用量除く）   
今年度目標値 

（前年度比 2%減） 

電気： 152,118 kWh ÷ 1,000 × 0.000473 ＝ 71 t-CO2    

電気： 1,509,364 kWh  ÷ 1,000 × 0.000299 ＝ 430 t-CO2   

電気合計値: 501  t-CO2 511 t-CO2 

ガス： 636,883 ㎥ ÷ 1,000 × 2.23 ＝ 1,420  t-CO2 1,391 t-CO2 

熱： 13,516,608 MJ ÷ 1,000 × 0.057 ＝ 770 t-CO2 754 t-CO2 

合    計 = 2,691 t-CO2 2,637 t-CO2 

※電気の契約変更により 4月と 5月～3月で係数が異なる 

 

③  使用量実績 

 2020年度 2021年度 2022 年度 

電気・燃料等使用量 原油換算（kl） 1,356kl 1,526kl 1,610kl 

二酸化炭素排出量（t-CO2） 2,622t-O2 2,858t-CO2 2,691t-CO2 

 

④ 目標達成のために講ずる措置・対策 

 

 
（２）地球温暖化対策以外の環境保全活動に係る計画、目標 

                    
 

分   野 項   目 目  標 

１ 館内の節電 
電球の間引き･LED化/不要部分の消灯 
温水の停止、空調時間の調整 
節電対応機器(自動販売機)への更新など 

徹底 

２ 事業所等での節水 節水 徹底 

３ 
事務所等での廃棄
物の適正処理・減
量 

ミスコピー用紙の再利用 徹底 

分別回収 徹底 

４ 
事業所等での再生

製品等の使用 
プリンタトナーカートリッジの再生利用 100％ 

５ 従業員教育 環境保全に関する社員研修（1回/年） 26名／年 

 

 

 

措置の区分 具体的対策 

 
 
エネルギーの
使用の合理化 

係る設備の定期的計測数値の記録と分析 

室内温度管理の適正化 

低消費電力灯具との交換及び不要箇所の消灯  

従業員、テナントへの啓蒙 


